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平
成
18
年
度
で
閉
寮
と
な
る
鷹
巣
南
中
学
校
の
寄
宿

舎
「
竜
森
寮
」
で
３
月
９
日
、
最
後
の
卒
寮
式
が
行
な

わ
れ
、
６
人
の
卒
業
生
が
不
安
や
期
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
胸
に
過
ご
し
た
共
同
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
寮
の
閉
寮
式
と
「
思
い
出
を
語
る
会
」
が

同
月
17
日
、
七
日
市
葛
黒
の
竜
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
３
０
０
人
を
越
え
る
寮
生
を
送
り
出

し
た
40
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
同
寮
は
、
旧
竜
森
中
学
校
と
鷹
巣
南
中
学
校
の
統
合

に
よ
り
、
遠
距
離
通
学
と
な
る
竜
森
地
区
の
生
徒
を
対

象
と
し
て
昭
和
42
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
内

で
は
唯
一
の
寄
宿
舎
。
し
か
し
、
少
子
化
の
影
響
な
ど

で
寮
を
利
用
す
る
生
徒
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
の
卒
寮
生
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。�

　
17
日
に
行
な
わ
れ
た
閉
寮
式
に
は
寮
生
・
卒
寮
生
と

保
護
者
、
同
中
学
校
の
教
職
員
、
竜
森
地
区
各
集
落
の

自
治
会
長
ほ
か
地
域
の
み
な
さ
ん
が
出
席
。�

　
は
じ
め
に
岸
部
市
長
が
「
寮
を
利
用
し
た
生
徒
た
ち

は
、
共
同
生
活
を
通
し
人
間
形
成
に
大
い
に
役
立
っ
た

と
思
う
。
貴
重
な
経
験
を
生
か
せ
る
よ
う
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
、
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
式

辞
を
述
べ
、
続
い
て
同
中
の
田
山
校
長
が
、
「
竜
森
寮

と
い
う
巨
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
す
る
が
、
卒
寮

生
が
未
来
に
向
っ
て
大
き
く
は
ば
た
く
こ
と
を
祈
念
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
。�

　
こ
の
後
、
寮
生
を
代
表
し
て
堀
部
憲
正
君
（
３
年
）

と
藤
原
菜
摘
さ
ん
（
２
年
）
が
、
共
同
生
活
で
学
ん
だ

思
い
出
を
発
表
、
最
後
に
、
旧
竜
森
中
学
校
の
校
歌
が

も
と
に
な
っ
た
寮
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
式
典
を
終
え
ま

し
た
。�

【
鷹
巣
南
中
学
校
と
竜
森
寮
の
沿
革
（
一
部
）
】�

昭
和
22
年
　
国
民
学
校
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
６
・
３
制

　
　
　
　
　
発
足
す
る
。
七
日
市
中
学
校
が
七
日
市
小

　
　
　
　
　
学
校
に
、
七
日
市
中
学
校
竜
森
分
校
が
竜

　
　
　
　
　
森
小
学
校
（
鳥
越
）
校
舎
に
、
沢
口
中
学

　
　
　
　
　
校
が
沢
口
小
学
校
に
併
設
さ
れ
る
。�

　
　
35
年
　
七
日
市
中
学
校
と
鷹
巣
中
学
校
沢
口
校
舎
の

　
　
　
　
　
一
部
が
統
合
し
、
鷹
巣
南
中
学
校
が
発
足
。

　
　
41
年
　
竜
森
中
学
校
が
統
合
。�

　
　
42
年
　
校
舎
増
築
、
寄
宿
舎
竜
森
寮
新
築
。
実
質

　
　
　
　
　
統
合
及
び
創
立
20
周
年
記
念
式
典�

　
　
49
年
　
吉
野
分
校
教
室
開
設
。�

　
　
61
年
　
校
舎
を
七
日
市
か
ら
現
在
地
に
移
転
、
新

　
　
　
　
　
築
。
竜
森
寮
移
転
。�

平
成
９
年
　
創
立
50
周
年
記
念
式
典
。
記
念
碑
除
幕
。�

　
　
19
年
　
竜
森
寮
閉
寮
。
　�

��

さ
よ
う
な
ら
竜
森
寮�

鷹
巣
南
中
寄
宿
舎「
竜
森
寮
」が
閉
寮

わ
か
杉
国
体
ま
で
あ
と
２
０
０
日
！�

　
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
第
62
回
国
民
体
育
大
会

｢
秋
田
わ
か
杉
国
体｣

の
開
会
ま
で
あ
と
２
０
０
日
と

な
っ
た
３
月
13
日
、
開
会
ま
で
の
日
数
を
表
示
す
る

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
看
板
が
市
役
所
本
庁
舎
前
に
設
置

さ
れ
、
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
で
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
佐
藤
修
助
助
役
と
、

統
合
の
た
め
今
年
度
で
閉
園
に
な
る
鷹
巣
北
幼
稚
園

の
子
ど
も
た
ち
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
、
雪
が
吹
き
付
け
る
荒
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気

い
っ
ぱ
い
に
看
板
を
取
り
囲
み
、
佐
藤
助
役
が
２
０

０
日
の
「
２
」
の
数
字
を
、
代
表
の
園
児
２
人
が
「
０
」

の
数
字
を
看
板
に
差
し
込
み
、
本
市
で
の
国
体
の
成

功
を
願
い
ま
し
た
。�

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
看
板
を
設
置

カウントダウン看板を設置した鷹巣北幼稚園の園児ら

平成18年度で役目を終えた竜森寮
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血圧測定や健康相談が行なわれた内陸線車内

　
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
主
催
の
内
陸
線
乗

車
促
進
と
心
身
の
健
康
づ
く
り
、
沿
線
市
民
の
親
睦

な
ど
を
目
的
に
「
イ
キ
イ
キ
健
康
づ
く
り
列
車
」
が

３
月
８
日
と
14
日
の
２
日
間
運
行
さ
れ
ま
し
た
。�

　
８
日
は
、
北
秋
田
市
と
仙
北
市
の
沿
線
住
民
な
ど

約
60
名
が
参
加
し
、
北
秋
中
央
病
院
名
誉
院
長
で
秋

田
内
陸
縦
貫
鉄
道（
株
）取
締
役
社
長
の
岸
部
市
長
が
、

鷹
ノ
巣
駅
か
ら
乗
車
し
「
車
内
健
康
相
談
」
を
行
っ

た
後
、
阿
仁
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
で
は
「
温
泉
の

効
用
に
つ
い
て
」
健
康
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
温
泉
の
泉
質
や
効
用
に
つ
い
て
メ
モ

を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
り
、
そ
の
後
、
温
泉
に

つ
か
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
た
。�

温
泉
の
効
用
な
ど
に
理
解�

秋
田
内
陸
線
「
み
ん
な
で
イ
キ
イ
キ
健
康
づ
く
り
列
車
」

桜の剪定作業を行なう松栄自治会の会員

　
「
桜
の
ト
ン
ネ
ル
」
で
有
名
な
米
内
沢
地
区
の
松

栄
自
治
会
（
九
嶋
喜
實
会
長
）
の
会
員
が
、
今
年
も

き
れ
い
な
桜
を
咲
か
せ
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
桜
の
剪

定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。�

　
松
栄
の
桜
は
昭
和
27
年
か
ら
植
樹
さ
れ
、
約
１
キ

ロ
に
及
ぶ
桜
並
木
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
の
文
化
財

に
も
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
地
元
松
栄
自
治
会
で
は
毎
年
、
桜
の
剪
定
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
桜
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
台
風

等
に
耐
え
ら
れ
な
い
状
態
の
も
の
も
あ
る
と
話
し
て

お
り
、
少
し
で
も
永
く
桜
並
木
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
会
員
は
肌
寒
い
中
、
桜
の
樹
に
愛
情
を
注
ぎ
な
が

ら
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。�

今
年
も
き
れ
い
な
桜
を�

�

松
栄
自
治
会
桜
の
剪
定
作
業

北
秋
田
市
で
の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
つ�

　
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
（
園
長
・
三
澤
仁
市
教
育

長
）
の
修
園
祭
が
３
月
20
日
、
市
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
関
係
者
約
50
人
が
出
席
の
も
と
、
１
年

間
親
元
を
離
れ
、
北
秋
田
市
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
生

活
し
た
子
ど
も
た
ち
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。�

　
今
年
度
は
、
山
野
井
淳
仁
さ
ん
、
清
水
真
澄
さ
ん
、

四
家
怜
菜
さ
ん
、
松
尾
洋
希
さ
ん
、
仲
宗
根
瑠
美
さ

ん
、
春
日
原
美
樹
さ
ん
、
春
日
原
美
草
さ
ん
の
７
人

が
山
村
留
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。�

 

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
米
や
野
菜

の
収
穫
、
動
物
の
飼
育
、
ス
キ
ー
、
山
菜
採
り
、
伝

統
行
事
万
灯
火
の
体
験
な
ど
、
ま
と
び
学
園
で
体
験

し
た
生
活
や
様
々
な
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

１
年
間
の
研
修
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。�

山
村
留
学
ま
と
び
学
園
修
園
祭

最後のまとび学園太鼓を演奏する児童


